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博物館ネットワークの行動力
陸前高田市立博物館の事例
・学芸員のつながりは日本生態学会
・その所属館は岩手県博、大阪自然史、兵庫ひと博
・先導は西日本自然史系博物館ネットワーク
・求心力は収蔵資料・標本の価値
→　
ネットワークに参加可能な条件下の学芸員は存在し、
その能力も活かされた
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西日本は市民的
なのかも
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結節点は生態学
会
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地方の現状：
北海道博物館協会学芸職員部会アンケート(2010)から
学芸職員部会に新しく求めるものは何か？
・自由な意見交換の場
・専門技術の研修
・教員や社会教育主事との懇談会
・一般市民やマスコミとの窓口
・若手への技術伝達
・学芸員どうしの連携や協力を深める

相変わらず「対話と連携」に飢えている

しかし、地方で
は・・・
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日本の状況／問題意識
ネットワークは生まれており実際に機能している
その一方で
「対話と連携」から疎外された博物館や学芸員も存在する
なぜか？ネットワークは
　職員自身による労務と技術の提供
　それができない環境にあると疎外される
ならば
館や職員の支援を専門にする仕事や仕組みがあると良い

イギリスの状況を日本と比較しよう

2011年6月25日土曜日



材料と方法
イギリス：Museums & Galleries Yearbook 2008 掲載の
“ Related Organisations” 208団体より地方博物館や自然
史博物館に関係したものを任意に抽出　
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日本：文部科学省「博物館に関する基礎資料」に掲載の
全国組織、その他の団体を任意に選択
博物館問題研究会、美術館教育研究会、博物館学史研究会
美術館メディア研究会、全国科学博物館協議会
美術館連絡協議会、全国大学博物館学講座協議会
日本展示学会、全国美術館会議、日本プラネタリウム協議会
日本植物園協会、日本動物園水族館協会
全国科学館連携協議会
大学博物館等協議会、全国歴史資料保存利用機関連絡協議会
地方史研究協議会、西日本自然史系博物館ネットワーク
全国森林リクリエーション協会、全国林業改良普及協会
日本美術家連盟、文化財保存修復学会
小規模ミュージアムネットワーク

2011年6月25日土曜日



イギリスと日本の博物館関連組織を次の項目で比較
加盟主体
機能
独立性
技術研修　　　　　　　
情報交換　　　　　　　　
大会情報
事務局
連絡方法
入会資格
調査研究の連携

ただし情報源は
　　インターネットのみ
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結果：イギリスの博物館関連組織の特徴１
１）入会は誰にでも開かれていることが多い
２）分野ごとの多様な組織の存在　歴史分野では→
　歴史の宣伝支援組織： Historical Association
　歴史研究の支援機関： Institute of Historical Research
　学会：British Association for Local History
　学芸員の協議会：Social History Curators Group
３）組織改組がある
 　関係５団体の合併 > Institute of Conservation : 2005
 　Campaign for Museums > 解散 : 2008
 　Civic Trust > Civic Voice : 2009
 　Museum Documentation Association > Collectons Trust : 2008
 　Society of Archivists > Archives & Records Association : 2011
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結果：イギリスの博物館関連組織の特徴２
４）専門職員の協会がある
 　文書専門員：Society of Archivists （現ARA）

 　社会史学芸員：Social History Curators Group (SHCG)　
５）館や専門職、資料の代表・代弁者　うたい文句では
　 アーカイブの代表：The ARA is the lead body

 　歴史の代弁者：The Historical Association is the Voice for History

 　文化財保護の代表：Icon is the lead voice for the conservation of cultural heritage

６）curator の独立した専門家としての位置付け
　文化財の保護は保全専門家だけでなく、科学者、技術者、職人、
　学芸員、教育者、助言者、ボランティアなどが必要です。
Its conservation demands the skills not only of professional conservators but also of 
scientists, engineers, technicians, curators, educators, advisors, volunteers and many others. 
(Icon)
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結果：イギリスと日本の比較
１）入会は誰にでも開かれている
　　→日本は理事会での承認を求める場合がしばしば
２）分野ごとの多様な組織の存在
　　→日本は学会が分立するが、機能は多様化していない
３）組織改組がある
　　→日本はいちど成立するとそのまま
４）専門職員の協会がある
　　→日本は館種別協会はあるが、職員別の組織はない
５）館や専門職などの代表 representative という性格
　　→その性格があるのは少数（動水協や全地史協）
６）curator の独立した専門家としての位置付け
　　→日本では自身や専門家の認識も職名ではないか
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Archives and Records Association
Association of Independent Museums
British Association for Local History
British Association of Friends of Museums 
BTCV
European Museum Forum
Historical Association
Institute of Historical Research
Museum Association
National Council for Voluntary Organisations
Natural Science Collections Association
Social History Curators Group
University Museums Group

　全史料協
　なし
　地方史研究協議会
　なし
　なし：部分的あり
　なし：これから？
　日本歴史学協会？
　おおっぴらにはなし
　日本博物館協会 
　　　なし
　　　なし
　　　なし
大学博物館等協議会

考察：博物館関連組織団体の比定
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イギリスにあって日本にない組織
・友の会の協会　British Association of Friends of Museums

・小規模博物館の支援組織　Association of Independent Museums

・手作業技術の継承組織　British Trust for Conservation Volunteers

・ボランティアの活動場所の全国組織　National Trust
・資料を宣伝する活動　Natural Science Collections Association

・専門職の意見代弁・代表行動　Social History Curators Group

イギリスの組織にあって日本にない／まれな発想
・構成員の代表として、世の中に立場を訴えること
・親睦の枠を越え、 政治過程に課題を反映させること
・国内基準 national standard の自主策定（動水協にあり）
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イギリスには手
作業技術を継承

する全国組織B
TCVが存在する
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日本に相当組織
は一見ない、が

、

省庁の外郭団体
にその能力があ

る

全国林業改良普及協会『森の手入れ、森のあそび』
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結論
これからの日本に必要な組織は
・独立した支援組織　
・専門職の代表組織　
・各種各層の全国組織　
望ましい組織の役割・機能は
・自主基準の策定　
・世の中への課題提起　
・開かれた外郭団体　

ネットワークでは疲弊する

現場の代表者が見えるように

どこでもボランティア

分権化を進んで受入れる

設置者はわかってくれない

日本的資源を有効利用
2011年6月25日土曜日



・日本学術会議の自然史博物館／資料に関する発言
自然史系博物館における 標本の収集・継承体制の高度化
（報告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005.8.29
博物館が危ない!美術館が危ない!（公開講演会） 2006.11.4
―指定管理者制度・公共サービス改革法の落とし穴―
博物館の危機をのりこえるために（声明）　　　2007.5.24
文化の核となる自然系博物館の確立を目指して　2008.1.21
　　　　　　　　　　　　　　　（対外報告）
・日本学術審議会の提言
ユニバーシティ・ミュージアムの設置について　1996.1.18
・日本生態学会の自由集会
ユニバーシティ・ミュージアムの設置について　1996.1.18
→陸前高田市立博物館の標本救助を実現

博物館に関する学会からの提言
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第10回自然史系博物館館長懇談会　2009.12.6
科博の主催事業

・国立科学博物館　　　　　　　　　　館長　佐々木 正峰
・群馬県立自然史博物館　　　　　　　館長　長谷川 善和
・ミュージアムパーク茨城県自然博物館 館長　菅谷 博
・千葉県立中央博物館　　　　　　　　館長　佐久間 豊
・神奈川県立生命の星・地球博物館　　館長　斎藤 靖二
・滋賀県立琵琶湖博物館　　　　　　　館長　川那部 浩哉
・大阪市立自然史博物館　　　　　　　館長　山西 良平
・兵庫県立人と自然の博物館　　　　　館長　岩槻 邦男
・北九州市立いのちのたび博物館　　　館長　小野 勇一

類似事業に
・産業技術系博物館ラウンドテーブルディスカッション
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